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ひまわり６号の秋季食期間中の観測について 

－ 画像の一部が欠ける場合があります － 

 
 春分及び秋分を中心とした期間には、ひまわり６号、地球及び太陽が同一平

面上（赤道面上）に並び、この期間の真夜中前後には、衛星から地球を見た視

線の先に太陽が入ることから、太陽光がイメージャに直接入射することを避け

るため、昨年６月のひまわり６号の運用開始以後これまで２回の食期間（昨年

秋及び今年春）では、太陽光の入射が予測される時間帯の観測・画像の配信を

中止していました。 
今般、太陽光の入射が予測される範囲を除いて観測することにより、イメー

ジャ本体及び画像の品質への影響が回避できることが確認できたことから、今

年秋の食期間（８月１６日～１０月２７日）から観測中止回数を少なくすべく

以下の方法により観測を実施します。 
これにより、観測中止の回数は、昨年秋の３００回あまりから４０回程度に

減少します。 
 
１．食期間中の観測実施方法 
（１）太陽光の入射の影響を回避するため、太陽を中心とした視野角５度の範

囲を除いて観測を行います（参考資料参照）。 
（２）この方法により観測した場合、地球画像の一部が欠けることがあります。

地球画像が大きく欠けると予想される観測については、実施しない、また

は北半球観測に変更します。 
 
２．今年秋の食期間中の観測スケジュール 
 上記方法による今年秋の食期間中の観測スケジュールは、別紙のとおりとな

ります。なお、今後の衛星の軌道制御の結果によっては別紙の観測スケジュー

ルを若干変更することがあります。最新の観測情報については気象庁ホームペ

ージ等でお知らせします。 
 

（本件に関する連絡先） 
観測部気象衛星課  
０３－３２１２－８３４１（内線２２７２） 



太陽光入射回避観測のイメージ図
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太陽光の入射を回避した結果、
地球画像の一部が欠ける場合の措置

この例のように欠ける範囲が小さい
と予測される場合、観測を実施する

この例のように地球が大きく欠けると
予測される場合、観測は中止する



秋季食期間の観測スケジュール 別紙

（日本時間）
F14(全球)

(22:29-22:55)
N14（北半球）
(22:56-23:13)

F15（全球）
(23:29-23:55)

N15（北半球）
(23:56-24:13)

8月15日

画像欠けなし

画像欠けなし

8月16日 画像一部欠8月17日
8月18日

観測中止
観測中止

8月19日
8月20日
8月21日
8月22日
8月23日
8月24日
8月25日
8月26日
8月27日
8月28日
8月29日
8月30日

画像一部欠

8月31日
9月1日
9月2日
9月3日

画像欠けなし

9月4日
9月5日
9月6日
9月7日

画像欠けなし

9月8日
9月9日
9月10日
9月11日
9月12日

画像一部欠

9月13日
9月14日
9月15日
9月16日

観測中止
9月17日
9月18日
9月19日
9月20日
9月21日
9月22日
9月23日

画像欠けなし

画像一部欠

9月24日
9月25日
9月26日
9月27日
9月28日
9月29日
9月30日
10月1日
10月2日
10月3日
10月4日
10月5日

北半球観測に
変更

10月6日
10月7日
10月8日

画像欠けなし

10月9日
10月10日
10月11日
10月12日
10月13日
10月14日
10月15日
10月16日
10月17日

画像一部欠

10月18日
10月19日
10月20日
10月21日
10月22日
10月23日
10月24日
10月25日
10月26日
10月27日
10月28日
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